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                 船橋市立医療センター脳神経外科（2002年 7月 29日作成） 

１、 多発外傷 

 多発外傷とは、①頭頸部、②顔面、③胸部、④腹部、④四肢・骨盤、⑤体表のうち、

同時に２ヵ所以上に、そのまま放置すれば生命に危険が及ぶ外傷が存在する外傷である。 
 当院脳神経外科に入院する頭部外傷患者のうち約 20％が多発外傷であった。これらの
部位別の合併率を次に示す：顔面外傷 1.7%、胸部外傷 9.0%、腹部外傷 1.0%、四肢骨折
9.0%、脊椎脊髄外傷 1.3%、骨盤骨折 1.9%。これらの多発外傷の診断が初診時について
いることもあれば、後に症状が明らかになり後日に診断されることもある。また当初は

手術を要さないが、後に手術が必要になることもある。 
 Dereper らによれば、全多発外傷患者の死亡率は 28％であった。死因は頭部外傷が
68%、出血性ショックが 28%、多臓器不全が 4%であった。多発外傷患者のうち 79％が
24時間以内に死亡していた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

疾患別説明書：  多発外傷    （TBI-52） 

頸椎骨折 
棘突起骨折 
頚髄損傷 

頸部 
●頸椎の保

護 

胸部 
●疼痛管理 
●気管内挿管 
●人工呼吸 
●胸腔ドレナージ 
●心嚢穿刺（ドレナ

ージ） 
肋骨骨折 
胸骨骨折 

血胸、気胸 

心筋挫傷 
心タンポナーデ 

LeFort Ⅰ, Ⅱ, Ⅲ 

眼球外傷 

鼻骨骨折 

顔面 
●顔面骨骨折整復術 
●眼球に対する手術 

頭部 
●開頭手術 

２、多発外傷における部位別の治療 

血腫、空気を抜く 

心臓を圧迫して

いる血液を抜く 
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胸椎骨折、胸髄損傷 
腰椎骨折、腰髄損傷 

上肢骨折、脱臼、その他 

骨盤骨折 

下肢骨折、脱臼、その他 

腸間膜損傷 

腹腔内出血 
腹膜炎 

肝破裂 腎破裂 

脾破裂 

膵損傷 
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腹部 
●開腹手術 

●経カテーテル的動脈

塞栓術（TAE） 

●バルーンカテーテル

による大動脈遮断 

四肢・骨盤 
●安静 

●整復固定 

●牽引 

●ショックパンツ 

●経カテーテル的

動脈塞栓術（TAE） 

体表 
● 洗 浄 ・ 消

毒・縫合 
●その他 

18 


